
 

 

橋長    ：140m    アーチリブ：2.4～1.8m 
アーチスパン：100m    鋼管：フランジ 16mm 
アーチライズ： 20m        ウェブ 12mm 

   合成アーチリブ構成部材の断面力に関する一考察 
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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    
 近年，コンクリート（合成）アーチ橋の合理的な架設

工法として鋼管アーチを架設し，鋼管内にコンクリート

を充填した後，スプリンギング部から順次巻立ててアー

チリブを完成させる合成アーチ巻立て工法（ＣＬＣＡ工

法）の実施例が増えてきている.しかし，現状の設計で

は，コンクリート充填・被覆方式合成部材となるアーチ

リブにおいて，鋼管は架設部材とし，完成系のアーチリ

ブ補強鋼材としては考慮していない．また，鋼管，充填

コンクリート，巻立てＲＣ部材に発生する応力を明確に

捉えることが困難であることもその要因の一つと考え

られる．そこで本検討では，鋼管を完成系の補強鋼材と

して評価するため，まず各部材に発生する応力推移の傾

向を断面力レベルで把握することを試み，鋼管がコンク

リート内部にある場合の影響について解析を行った．本

稿ではその結果を報告する． 

２．検討モデル２．検討モデル２．検討モデル２．検討モデル    

 検討対象は図－１に示すコンクリート（合成）アー

チ橋で，施工順序を追った逐次解析により断面力を算

出する．施工は鋼管アーチ架設，充填コンクリート打

設，巻立てコンクリート打設（スプリンギング部～ク

ラウン部:１９ブロック）の順に行うものと想定した． 

 解析はフレームモデルとソリッドモデル（ＦＥＭ解

析）により行う．ここで，フレームモデルは各部材（鋼

管・充填コンクリート・ＲＣ巻立て）を同一節点で結合

した重複部材モデル（図－２）とし，施工開始～完成後

３０年までの逐次解析（クリープ乾燥含む）とする. な
お，充填コンクリートの乾燥収縮はごく小さいことから

無視する．1）ソリッドモデルはアーチ閉合までの段階施

工を追った弾性解析（クリープ乾燥無視）により断面力

を算出する．ここでは鋼管とコンクリートは十分な付着

を有し一体挙動を示すものとして解析を行っている． 
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        図－２ フレームモデル 
３．アーチリブの断面力推移３．アーチリブの断面力推移３．アーチリブの断面力推移３．アーチリブの断面力推移    
 フレームモデルとソリッドモデルでの各施工段階に 
おけるスプリンギング部での断面力比較を図－３，４，

５，６に示す． 

アーチ閉合までの断面力推移は，クリープ・乾燥収縮

を考慮した場合と無視した場合で，同様な傾向であるこ

とが双方のモデルより確認された． 
しかし，閉合後は材令が進むに従いクリープ・乾燥収

縮の影響を受け，軸力および曲げモーメントは巻立てコ

ンクリートから鋼管に移行していくことがフレームモ
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図－１ 検討対象モデル 
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デルより認められる． 

 弾性解析ではフレームモデル，ソリッドモデルとも

同様な傾向を示すことが分かったが，非線形解析にお

いても同様な傾向を示すかどうかを検証するため、図

－７に示す片持ち梁モデルを用い，フレームモデルと

ソリッドモデルによる逐次解析（クリープ・乾燥考慮）

比較を行った．解析条件として，各部材は同材令とし，

荷重載荷日を打設後２８日とした．結果を図－８，９

に示す．双方のモデルとも同じ傾向を示し，かつ，ク

リープ・乾燥収縮によるコンクリート（合成）アーチ

橋モデルと同様な断面力推移が認められた． 

  

４．おわりに４．おわりに４．おわりに４．おわりに    
 現在，充填鋼管を用いて架設するコンクリート（合成）

アーチ橋において，鋼管はあくまで架設材としてのみ扱

われている．しかし，今回の検討で認められたコンクリ

ートから鋼管への断面力の移行が現実に生じているな

らば，完成系の設計を行う上で鋼管の存在を無視するこ

とはできない． 

 今後は，鋼とコンクリートの材料特性を的確に評価し

た解析により断面力を把握すること，そして，クリープ

挙動が明確でないことから、実証実験による裏付けが必

要であると考える． 
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図－３ 軸力の推移（クリープ・乾燥収縮未考慮）

図－４ 軸力の推移（クリープ・乾燥収縮考慮） 

図－５ 曲げﾓｰﾒﾝﾄの推移（クリープ・乾燥収縮未考慮） 

図－６ 曲げﾓｰﾒﾝﾄの推移（クリープ・乾燥収縮考慮）

図－７ 片持ち梁モデル 

図－８ 軸力の推移 

図－９ 曲げﾓｰﾒﾝﾄの推移 
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